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1. はじめに 

1-1 計画策定の目的 

神戸電鉄粟生線沿線地域では、地域の基幹交通である神戸電鉄粟生線の利用者数が

減少しており、行政、交通事業者、地域住民等の関係者が一体となって沿線地域の実

情、実態に即した鉄道路線の維持・活性化方策を講じるため、平成 22 年 3 月に「第

一次 神戸電鉄粟生線地域公共交通総合連携計画（平成 22 年度～平成 24 年度）」、平

成 25 年 3 月に「第二次 神戸電鉄粟生線地域公共交通総合連携計画（平成 25 年度～

平成 28 年度）」を策定した。 

また、上記計画を踏まえ、地域の基幹交通である神戸電鉄粟生線を維持するととも

に、神戸電鉄粟生線、路線バス、コミュニティバス等の地域の公共交通ネットワーク

を構築し、公共交通を中心としたまちづくりを推進するために、平成 29 年 4 月に「神

戸電鉄粟生線地域公共交通網形成計画（平成 29 年度～令和 4年度）」を策定した。 

一方、令和 2 年 11 月に施行された「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

（地域公共交通活性化・再生法）」の改正法では、従来の地域公共交通網形成計画に代

わる新たな法定計画として、地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿を明ら

かにするマスタープランとしての役割を果たす地域公共交通計画の作成が努力義務

化され、まちづくり・観光振興等の地域戦略との一体性の確保、地域全体を見渡した

地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保、地域特性に応じた多様な交通サービ

スの組合せ、住民の協力を含む関係者の連携等への取組が求められている。 

これを受け、神戸電鉄粟生線沿線地域においても、地域の基幹交通である神戸電鉄

粟生線を維持するとともに、神戸電鉄粟生線、路線バス、コミュニティバス等の地域

の輸送資源を総動員して、公共交通を中心としたまちづくりを推進するため、今後の

神戸電鉄粟生線沿線地域の公共交通のマスタープランとなる「神戸電鉄粟生線地域公

共交通計画」を策定する。 
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1-2 計画対象区域 

本計画の対象区域は、神戸市、三木市及び小野市の粟生線沿線地域とする。 

 

 
※ 上図で着色している粟生線沿線地域は、主に施策を検討する地域 

である。 

 

 

 

 

図 1-1 計画対象区域図 
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1-3 計画対象期間 

本計画の対象期間は、おおよそ 10 年後の 2032 年度（令和 14 年度）の粟生線沿線

地域の将来を見据えつつ、計画策定時から 2027 年度（令和 9 年度）までの約 5 年間

とする。 

 

1-4 計画の構成 

本計画の構成を次に示す。 

 

 

図 1-2 計画の構成 
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2. 地域の交通の現状等 

2-1 神戸電鉄粟生線沿線地域の概況 

神戸電鉄粟生線は、兵庫県内の神戸市、三木市及び小野市の３市にまたがる鈴蘭台

駅～粟生駅間 29.2km の路線であり、神戸市内から北播磨地域への開発動脈として昭

和 11 年に鈴蘭台駅～広野ゴルフ場前駅間が営業開始したことを皮切りに、順次、路

線を延長し、昭和 27 年から全線営業を開始している。 

また、粟生駅では JR 加古川線と北条鉄道に接続し、北播磨地域と東播磨地域や丹

波地域をつなぐ鉄道ネットワークを形成している。 

地域内の路線バスは神姫バス及び神姫ゾーンバスが主に運行しており、コミュニテ

ィバスは小野市の「らん♡らんバス（以下、らんらんバス）」が運行している。 

沿線地域内においては、高速道路として山陽自動車道及び阪神高速7号北神戸線が、

国道として国道 175 号がそれぞれ整備されており、広域的な道路ネットワークが形成

されている。 

 

 

図 2-1 粟生線沿線地域の概況図 
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2-2 人口 

2-2-1 粟生線沿線地域の人口 

（１） 粟生線沿線地域の年齢 3区分人口 

・粟生線沿線地域の総人口は、令和 2 年で 17.7 万人であり、平成 12 年の 21.0 万

人から減少している。令和 12 年には 17.1 万人と予測され、人口は将来も減少す

ると考えられる。 

 

項 目 減 少 幅 

平成 12 年→平成 22 年の人口の変化 約 6％減（約 1.2 万人減） 

平成 22 年→令和 2 年の人口の変化 約 10％減（約 2.0 万人減） 

令和 2 年→令和 12 年の人口の変化 約 4％減（約 0.6 万人減） 

 

・年齢別にみると、15 歳未満の年少人口と 15 歳から 64 歳までの生産年齢人口の

減少が大きく、平成 12 年から令和 2年の 20 年間で年少人口は約 35％、生産年齢

人口は約 34％減少している。また、令和 2 年から令和 12 年の 10 年間で年少人口

は約 18％、生産年齢人口は約 11％減少すると見込まれ、この傾向は将来も進行

すると考えられる。 

・年齢の構成比をみると、年少人口・生産年齢人口の割合は減少、65 歳以上の老年

人口は増加の傾向がみられ、令和 12 年では全体の約 41％を高齢者が占めると見

込まれる。 

 

  

図 2-2 粟生線沿線地域の人口の経年変化 
出典：国勢調査（平成 12 年～令和 2年）、国立社会保障・人口問題研究所（令和 7年～令和

27 年） 
※粟生線沿線地域は、国勢調査の小地域単位（町丁字）で集計している。人口算出に当たる
粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 

※令和 7 年～令和 27 年の将来人口は平成 27 年度ベースの将来人口であることに留意する。
また、町丁字別のデータがないため、推計値（各市区の全体の伸び率を粟生線沿線地域人
口に乗じて算出）である。 
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図 2-3 粟生線沿線地域の市区別人口の経年変化 
出典：国勢調査（平成 12 年～令和 2年）、国立社会保障・人口問題研究所（令和 7年～令和

27 年） 
※粟生線沿線地域は、国勢調査の小地域単位（町丁字）で集計している。人口算出に当たる
粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 

※令和 7 年～令和 27 年の将来人口は平成 27 年度ベースの将来人口であることに留意する。
また、町丁字別のデータがないため、推計値（各市区の全体の伸び率を粟生線沿線地域人
口に乗じて算出）である。 
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（２） 粟生線沿線地域の就業人口に関連する動態変化 

・粟生線沿線地域全体の就業人口は、平成 12 年以降減少している。 

・他県・他市区での就業人口は、平成 27 年で約 4.0 万人であり、平成 12 年以降減

少しており、粟生線利用の減少に大きく影響していると考えられる。 

 

  

図 2-4 粟生線沿線地域の就業人口の推移（㊧従業地別・㊨市区別） 
出典：国勢調査 

 

（３） 粟生線沿線地域の就学人口に関連する動態変化 

・粟生線沿線地域の就学人口は、平成 12 年以降、減少している。 

・他県・他市区での就学人口は、平成 27 年で約 0.5 万人であり、平成 12 年以降大

幅に減少しており、粟生線利用の減少に大きく影響していると考えられる。 

 

  

図 2-5 粟生線沿線地域の就学人口の推移（㊧通学地別・㊨市区別） 
出典：国勢調査 

 

  

他県・他市区 
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他県・他市区 
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2-2-2 人口の分布 

（１） 総人口の分布 

・令和 2年の粟生線沿線地域周辺の人口密度をみると、小野駅・三木駅・志染駅・

西鈴蘭台駅周辺に人口が集中している。また、緑が丘駅・木幡駅から約 1km 以

上離れた地域でも人口密度が高くなっている。 

・平成 12 年から令和 2 年の粟生線沿線地域周辺の人口変化をみると、全体的に

人口は減少しているが、小野駅・大村駅周辺や、志染駅から約 1km 以上離れた

地域では増加傾向である。 

・平成 27 年から令和 2 年の変化をみると、全体的に人口は減少しているが、小

野駅・大村駅周辺や、三木駅・恵比須駅から約 1km 以上離れた地域では増加傾

向である。 

※年少人口、生産年齢人口、老年人口の人口密度及び人口増減率は、参考資料編

を参照。 

 

 

図 2-6 粟生線沿線地域周辺の人口密度 
出典：国勢調査（令和 2年） 
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図 2-7 粟生線沿線地域周辺の人口増減率（H12→R2） 
出典：国勢調査（平成 12 年、令和 2年） 

 

 

図 2-8 粟生線沿線地域周辺の人口増減率（H27→R2） 

出典：国勢調査（平成 27 年、令和 2年） 
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2-3 人の移動 

2-3-1 各市の関連計画で整理されている粟生線沿線地域の移動 

各市の地域公共交通計画（又は地域公共交通網形成計画）から、各市における人の

移動の状況を整理した。 

 

表 2-1 各市の関連計画で整理されている地域の移動状況 

 移 動 量 移動手段割合 その他特徴 

神戸市 

・沿線地域から都心部への

移動が多い。 

・沿線地域からの移動は自

動車の割合が高い。 

・ただし、都心部への移動は

鉄道の割合が高い。 

－ 

三木市 

・市内での移動は約 7 割、市

外への移動は神戸市が最

も多く約 2割。 

・市内地域別にみると、各地

域いずれも地域内の移動

が最も多いが、地域間では

沿線地域内（三木－三木

南、緑が丘－青山など）が

多い。 

・沿線地域では、自動車が最

も多く約 5～6 割、次いで

徒歩が約 2割、鉄道が約 1

割。 

・10 代未満は徒歩・自転車

の割合が多いが、20 歳以

上では自動車の割合が約

6～8 割であり、高齢にな

るほどのその傾向は顕著。 

・通学では徒歩、二輪車、鉄

道の割合が多い。通学以外

は自動車が大多数である

が、通勤では鉄道、通院で

はバスの割合が比較的多

い。 

・バス利用に着目すると、青

山では鉄道・バスの乗継利

用が多いが、その他地域で

はバス単独利用が多い。 

小野市 

・市内から市外への移動は

加東市が最も多く、次いで

三木市、神戸市と続く。 

・市内地域別にみると、沿線

地域への移動（小野、市場）

が多い。 

・小野市－三木市は鉄道の

割合が約 1割、小野市－神

戸市は鉄道の割合が約 3

割。 

・市内地域別にみると、すべ

ての地域で自動車が大多

数を占める。 

・交通手段別の移動距離帯

をみると、本来、移動距離

に応じて各交通手段が適

切に役割分担を果たすこ

とが求められるが、小野市

ではすべての距離帯で自

動車利用が多い。 

出典 
・神戸市：近畿圏 PT 調査（平成 22 年）、平成 24 年度近畿圏総合都市交通体系調査業務報告書【神

戸市地域公共交通計画（令和 3年 5 月改訂）に掲載】 
・三木市：平成 26 年三木市 PT 調査（平日）【三木市地域公共交通網形成計画（平成 31 年 3 月）に

掲載】 
・小野市：近畿圏 PT 調査（平成 22 年）結果を元にした推計値（令和 2年）【小野市地域公共小野市

の移動状況 

※各市の地域公共交通計画（又は地域公共交通網形成計画）に掲載されている内容の詳細は、参考資料
編を参照。 
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2-3-2 PT 調査を用いた粟生線沿線地域の移動 

（１） 粟生線沿線地域の通勤移動 

・通勤目的トリップは、自動車通勤の割合が増加している。 

・粟生線の利用割合が減少し、JR、地下鉄、その他の利用割合が増加しており、粟

生線からの利用転換が進んでいる。 

・通勤目的の生成原単位は減少している。 

  

図 2-9 粟生線沿線地域の発生・通勤目的の交通手段（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査（平成 2年～平成 22 年）、近畿圏 PT 調査・国勢調査による推計値（令

和 2年） 
※近畿圏 PT 調査による粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 
※令和 2 年はデータがないため、推計値（交通手段分担率・生成原単位が平成 22 年と同じ
と仮定して、国勢調査の 20～64 歳人口の伸び率（平成 22 年→令和 2 年・各市区全体）
を平成 22 年のトリップ数に乗じて算出）である。 

  

図 2-10 粟生線沿線地域の発生・通勤目的の鉄道利用（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査 
※鉄道路線分担率の「地下鉄」は、神戸市営地下鉄を示す。 

  
図 2-11 通勤目的の生成原単位（就業人口当たり） 

出典：近畿圏 PT 調査 
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（２） 粟生線沿線地域の通学移動 

・就学人口の減少により、通学目的トリップ数が大幅に減少している。 

・鉄道利用の割合は横ばいであるが、JR、地下鉄、その他の利用が増えており、粟

生線利用は大きく減少している。 

・通学目的の生成原単位は減少している。 

 

  

図 2-12 粟生線沿線地域の発生・通学目的の交通手段（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査（平成 2年～平成 22 年）、近畿圏 PT 調査・国勢調査による推計値（令

和 2年） 
※近畿圏 PT 調査による粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 
※令和 2 年はデータがないため、推計値（交通手段分担率・生成原単位が平成 22 年と同じ
と仮定して、国勢調査の 15～19 歳人口の伸び率（平成 22 年→令和 2 年・各市区全体）
を平成 22 年のトリップ数に乗じて算出）である。 

  

図 2-13 粟生線沿線地域の発生・通学目的の鉄道利用（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査 
※鉄道路線分担率の「地下鉄」は、神戸市営地下鉄を示す。 

 

図 2-14 通学目的の生成原単位（就学人口当たり） 

出典：近畿圏 PT 調査 
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（３） 粟生線沿線地域の自由移動 

・自由目的トリップは大幅に増加しているが、ほぼ全て自動車利用の増加である。 

・鉄道利用割合は横ばいであるが、JR、地下鉄、その他の利用が増えており、粟生

線利用は大きく減少している。 

・自由目的の生成原単位は平成 2 年から平成 12 年にかけて増加しているが、平成

12 年以降は減少している。 

  

図 2-15 粟生線沿線地域の発生・自由目的の交通手段（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査（平成 2年～平成 22 年）、近畿圏 PT 調査・国勢調査による推計値（令

和 2年） 
※近畿圏 PT 調査による粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 
※令和 2 年はデータがないため、推計値（交通手段分担率・生成原単位が平成 22 年と同じ
と仮定して、国勢調査の人口の伸び率（平成 22 年→令和 2 年・各市区全体）を平成 22
年のトリップ数に乗じて算出）である。 

  

図 2-16 粟生線沿線地域の発生・自由目的の鉄道利用（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査 
※鉄道路線分担率の「地下鉄」は、神戸市営地下鉄を示す。 

 

図 2-17 自由目的の生成原単位（常住人口当たり） 

出典：近畿圏 PT 調査 
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（４） 粟生線沿線地域の業務移動 

・業務目的トリップのほとんどが自動車利用であり、鉄道利用はごくわずかである。 

・粟生線利用は減少しているが、移動量自体が少ないため、影響は限定的であると

考えられる。 

・業務目的の生成原単位は減少している。 

 

  

図 2-18 粟生線沿線地域の発生・業務目的の交通手段（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査（平成 2年～平成 22 年）、近畿圏 PT 調査・国勢調査による推計値（令

和 2年） 
※近畿圏 PT 調査による粟生線沿線地域の設定ゾーンは、参考資料編に示す。 
※令和 2 年はデータがないため、推計値（交通手段分担率・生成原単位が平成 22 年と同じ
と仮定して、国勢調査の 20～64 歳人口の伸び率（平成 22 年→令和 2 年・各市区全体）
を平成 22 年のトリップ数に乗じて算出）である。 

  

図 2-19 粟生線沿線地域の発生・業務目的の鉄道利用（㊧交通量・㊨分担率） 
出典：近畿圏 PT 調査 
※鉄道路線分担率の「地下鉄」は、神戸市営地下鉄を示す。 

  
図 2-20 業務目的の生成原単位（就業人口当たり） 

出典：近畿圏 PT 調査 
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2-3-1 粟生線沿線の土地利用 

・粟生線沿線地域の市街化区域・市街化調整区域をみると、次のとおりである。 

 

市 域 内 容 

神戸市域 
鈴蘭台駅～西鈴蘭台駅周辺は市街化区域であるが、藍那駅～押部谷

駅周辺では駅前が市街化調整区域となっているエリアもある。 

三木市域 
志染駅や恵比須駅～三木駅周辺は市街化区域であるが、他の粟生線

駅周辺では駅前が市街化調整区域となっているエリアもある。 

小野市域 
小野駅周辺や匠台の工業団地を除くほとんどの地域が市街化調整

区域となっている。 

 

 

図 2-21 粟生線沿線地域の市街化区域・市街化調整区域 
出典：国土数値情報（平成 30 年度） 
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・粟生線沿線地域の用途地域をみると、次のとおりである。 

 

市 域 内 容 

神戸市域 
粟生線駅周辺のうち、木津駅周辺は工業系の用途地域であり、他の

駅周辺は住居系の用途地域が多くを占めている。 

三木市域 

粟生線駅周辺のうち、三木上の丸駅・三木駅周辺は住居系・商業系・

工業系の用途地域が分散しているが、他の駅周辺は住居系の用途地

域が多くを占めている。 

小野市域 小野駅周辺は住居系・商業系・工業系の用途地域が分散している。 

 

 

図 2-22 粟生線沿線地域の用途地域 
出典：国土数値情報（平成 30 年度） 
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2-3-2 粟生線沿線の施設立地状況 

・粟生線沿線市区に立地している施設の立地状況をみると、次のとおりである。 

項 目 内 容 

福祉施設 粟生線各駅近辺に存在している。 

市役所・集会施設、

医療機関 

駅から少し離れたところに立地しているが、比較的バ

スでアクセスしやすくなっている。 

文化施設、観光地 
駅から少し離れたところに立地しており、バスでアク

セスしにくい施設もある。 

 

図 2-23 粟生線沿線市区の施設立地状況 
出典：国土数値情報 

 

図 2-24 粟生線沿線市区の施設立地状況と平日バス運行本数 
出典：国土数値情報 

※バス運行本数は、上り 2本/日・下り 2本/日の場合、4本/日として計上する。 
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2-3-3 粟生線沿線の観光客数 

・神戸市西北神地域の観光入込客数は、平成 28 年度から令和元年度にかけては増

加傾向にあった。 

・三木市の観光入込客数は、横ばいである。 

・小野市の観光入込客数は、減少傾向にある。 

・令和 2年度はコロナ禍の影響を受け大きく減少した。 

 

図 2-25 粟生線沿線地域の観光入込客数の推移 
出典：兵庫県観光客動態調査報告書、神戸市「観光に関する統計・調査」 

 

 

図 2-26 粟生線沿線市区の観光施設立地状況 
出典：国土数値情報 
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2-4 公共交通 

2-4-1 鉄道 

（１） 鉄道利用者数 

地域内の鉄道は、前述のとおり神戸電鉄粟生線（鈴蘭台駅～粟生駅）が運行してお

り、鈴蘭台駅において神戸電鉄有馬線に、粟生駅において JR 加古川線及び北条鉄道

にそれぞれ接続している。 

粟生線の過去 11 年間（平成 23 年度～令和 3年度）の実利用者数は下図のとおりで

ある。利用者数の減少が続いており、平成 23 年度から令和元年度の間に約 13％減少

している。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた令和 2年度は、前年度と比

べ、約 24％減の大幅な減少となった。令和 3年度については前年度から約 5％増加と

なったものの、長年の減少傾向は変わっていない。 

券種別にみると、定期利用については、平成 28 年度から令和元年度にかけて約 4％

減少し、令和元年度から令和 2 年度にかけて約 22％減少している（令和 3 年度は約

5％増加。）。定期外利用については、平成 28 年度から令和元年度にかけて約 8％減少

し、令和元年度から令和 2年度にかけて約 26％減少している（令和 3年度は約 5％増

加。）。 

なお、「実利用者数」とは、神戸電鉄が有する改札機データを解析して把握した、実

際に乗降した駅での利用者数（改札通過時における利用者数）である。 

 

 

図 2-27 粟生線の実利用者数の変化 
出典：神戸電鉄資料 
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粟生線の各駅の実利用者数は、下図のとおりである。 

平成 28 年度から令和元年度にかけて、ほとんどの駅で実利用者数が減少している

が、木津駅・三木上の丸駅・大村駅・樫山駅は増加している。券種別にみると、定期

利用については、木津駅・広野ゴルフ場前駅・三木上の丸駅・樫山駅・市場駅が増加

しており、特に樫山駅については約 51％増となっている。定期外利用では、木津駅・

恵比須駅・三木上の丸駅・大村駅・樫山駅が増加している。 

ただし、令和元年度から令和 2年度にかけては、すべての駅で実利用者数が減少し

ており、券種別でみても、定期利用の木津駅以外はすべての券種・駅で減少している。 

 

 

 

図 2-28 粟生線各駅の実利用者数の変化 
出典：神戸電鉄資料 
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表 2-2 粟生線各駅の実利用者数の変化 

 

 

 
出典：神戸電鉄資料、国勢調査（令和 2年） 

人口あたり
実利用者数

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 H28→R1 R1→R2 R2→R3 R1年度
鈴蘭台西口 89.2 88.0 87.1 84.8 66.0 68.3 -4.8% -22.2% 3.5%
西鈴蘭台 226.5 223.7 218.2 213.9 169.9 175.3 -5.6% -20.6% 3.2%
藍那 6.0 5.9 5.3 4.6 3.6 3.9 -22.9% -21.5% 7.9%
木津 33.7 33.9 34.6 36.6 33.9 37.2 8.3% -7.4% 9.8%
木幡 27.7 25.6 24.6 23.3 17.7 18.1 -15.7% -24.0% 1.9%
栄 52.7 49.5 47.5 46.8 35.7 36.4 -11.3% -23.6% 1.9%
押部谷 42.8 41.3 38.6 35.7 25.9 27.2 -16.6% -27.4% 5.0%
緑が丘 103.0 100.2 95.1 94.0 68.4 70.1 -8.7% -27.3% 2.5%
広野ｺﾞﾙﾌ場前 24.9 24.2 23.7 23.8 17.2 17.7 -4.3% -27.9% 3.2%
志染 115.7 114.0 109.6 109.3 83.7 89.3 -5.6% -23.4% 6.7%
恵比須 35.6 34.5 33.7 34.9 26.0 27.8 -2.1% -25.6% 7.2%
三木上の丸 12.1 11.5 12.0 12.5 9.8 9.9 3.9% -21.6% 0.6%
三木 49.6 49.0 47.6 46.6 37.8 39.7 -6.2% -18.8% 5.1%
大村 28.0 28.5 28.2 28.9 24.5 25.3 3.5% -15.3% 3.2%
樫山 13.3 14.5 16.1 17.0 13.5 14.5 27.1% -20.4% 7.5%
市場 5.5 5.5 5.5 5.5 4.3 4.3 -0.7% -21.0% -1.0%
小野 92.5 91.1 90.6 89.5 66.3 75.2 -3.3% -25.9% 13.4%
葉多 5.1 4.6 4.2 4.1 3.1 3.8 -20.1% -23.0% 20.0%
粟生 43.6 42.8 41.8 42.7 33.4 36.7 -2.1% -21.6% 9.7%

（単位：万人/年度) （単位：人)

62.5
神
戸
市

三
木
市

小
野
市

51.4

実利用者数 実利用者数推移
券種計

42.1

人口あたり
実利用者数

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 H28→R1 R1→R2 R2→R3 R1年度
鈴蘭台西口 50.0 49.2 49.5 48.4 37.7 38.9 -3.2% -22.1% 3.3%
西鈴蘭台 116.3 116.5 113.1 111.4 90.5 92.4 -4.1% -18.8% 2.1%
藍那 2.5 2.7 2.5 2.2 1.5 1.7 -14.0% -29.5% 10.1%
木津 18.4 18.3 18.8 20.2 20.3 21.3 9.8% 0.6% 4.6%
木幡 15.1 14.2 13.6 13.0 10.2 10.4 -13.6% -22.0% 2.2%
栄 28.5 27.7 26.7 26.1 19.5 19.3 -8.3% -25.2% -1.4%
押部谷 22.1 22.0 21.0 19.0 13.2 14.0 -13.9% -30.5% 5.7%
緑が丘 53.8 53.5 51.1 50.3 37.0 38.1 -6.6% -26.4% 2.9%
広野ｺﾞﾙﾌ場前 12.0 12.3 12.3 12.4 8.9 9.1 3.2% -28.1% 2.1%
志染 62.3 63.3 60.6 60.3 46.9 51.4 -3.2% -22.2% 9.5%
恵比須 15.6 15.2 14.8 14.4 11.6 12.8 -7.5% -19.4% 10.1%
三木上の丸 5.7 5.3 5.7 5.9 4.4 4.9 3.0% -25.5% 12.6%
三木 25.0 25.3 24.7 23.5 19.5 20.4 -5.9% -17.2% 4.9%
大村 15.1 15.8 15.2 15.1 13.3 13.9 -0.3% -11.5% 4.0%
樫山 6.6 7.9 9.2 9.9 8.0 8.5 50.6% -19.4% 7.2%
市場 2.9 3.1 3.2 3.0 2.3 2.3 5.0% -22.8% -1.0%
小野 63.3 63.0 63.4 62.1 47.8 54.4 -1.9% -23.1% 13.8%
葉多 3.2 2.8 2.5 2.7 2.1 2.7 -15.7% -22.9% 28.4%
粟生 28.1 27.7 26.5 27.2 22.1 24.7 -3.2% -18.7% 12.0%

（単位：万人/年度) （単位：人)

神
戸
市

三
木
市

小
野
市

定期
実利用者数 実利用者数推移

33.7

26.7

27.8

人口あたり
実利用者数

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 H28→R1 R1→R2 R2→R3 R1年度
鈴蘭台西口 39.2 38.8 37.6 36.5 28.3 29.4 -7.0% -22.4% 3.7%
西鈴蘭台 110.2 107.1 105.1 102.4 79.3 82.9 -7.1% -22.5% 4.4%
藍那 3.4 3.2 2.8 2.4 2.1 2.2 -29.4% -14.4% 6.3%
木津 15.3 15.6 15.8 16.3 13.5 15.9 6.6% -17.2% 17.5%
木幡 12.6 11.4 10.9 10.3 7.6 7.7 -18.2% -26.6% 1.6%
栄 24.2 21.8 20.8 20.6 16.2 17.2 -14.8% -21.5% 6.0%
押部谷 20.7 19.4 17.5 16.7 12.7 13.2 -19.5% -24.0% 4.4%
緑が丘 49.1 46.7 44.0 43.7 31.3 32.0 -11.0% -28.3% 2.2%
広野ｺﾞﾙﾌ場前 12.9 11.9 11.4 11.4 8.3 8.6 -11.3% -27.6% 4.3%
志染 53.4 50.7 49.0 49.0 36.8 38.0 -8.3% -24.9% 3.2%
恵比須 20.1 19.3 18.9 20.5 14.4 15.1 2.1% -29.9% 4.8%
三木上の丸 6.3 6.2 6.3 6.6 5.4 4.9 4.6% -18.1% -9.1%
三木 24.6 23.6 23.0 23.1 18.4 19.3 -6.4% -20.4% 5.2%
大村 12.8 12.7 13.0 13.9 11.2 11.4 8.0% -19.5% 2.2%
樫山 6.8 6.6 6.9 7.1 5.5 6.0 4.3% -21.7% 8.0%
市場 2.6 2.5 2.3 2.4 2.0 2.0 -6.9% -18.7% -1.0%
小野 29.2 28.1 27.1 27.4 18.5 20.8 -6.4% -32.4% 12.5%
葉多 1.9 1.7 1.7 1.4 1.1 1.1 -27.5% -23.3% 3.3%
粟生 15.5 15.1 15.3 15.5 11.4 11.9 -0.0% -26.6% 5.2%

（単位：万人/年度) （単位：人)

神
戸
市

三
木
市

小
野
市

定期外

24.7

14.3

実利用者数 実利用者数推移

28.8
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粟生線の実利用者数の推移と人口の推移を比較すると、沿線人口の減少度合い以上

に粟生線の実利用者数が減少しており、特に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受けた令和 2年度は減少率が大きくなっている。 

市域別にみると、神戸市・三木市においては人口の減少度合い以上に粟生線の実利

用者数が減少している。 

小野市においては、平成 28 年度から令和元年度にかけて定期利用者数が増加傾向

にあり、沿線人口の減少度合いよりも粟生線の実利用者数は減少していなかった。し

かしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和 2年度は沿線人口の

減少度合いよりも実利用者数が大きく減少している。 

なお、令和 3年度の実利用者数については前年度と比べ増加しているが、長年の減

少傾向は変わっていない。 

 

  

  

図 2-29 粟生線の実利用者数の推移と粟生線沿線市区の人口の推移 
出典：神戸電鉄資料、国勢調査（平成 27 年、令和 2年） 

 

  



23 

実利用者数に基づく断面交通量の傾向をみると、鈴蘭台駅～鈴蘭台西口駅の断面交

通量が最も多く、粟生駅に近づくにつれて、断面交通量が減少する。 

三木上の丸駅以北においては、断面交通量が 4,000 人/日を下回っている。また、

小野駅以北においては断面交通量が 2,000 人/日を下回っている。 

 

 

図 2-30 実利用者数に基づく粟生線の断面交通量の傾向（令和元年度）（出典：神戸電鉄資料） 

出典：神戸電鉄資料 
※鈴蘭台駅～鈴蘭台西口駅を基準（100％）として、粟生線各駅間の断面交通量の割合を示
す。 
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定期利用の OD 別の実利用者数をみると、粟生線内で乗車し粟生線内で降車する移

動については、小野⇔粟生が最も多い。これに対し、小野⇔志染は半数程度、小野⇔

緑が丘・大村は 3割程度、西鈴蘭台⇔木津間や志染⇔緑が丘・三木・粟生間は 2割程

度となっている。 

 

表 2-3 利用者数ＯＤ表（定期券利用・令和元年度） 

 

 

 
出典：神戸電鉄資料 
※粟生線内々の定期券利用で最も多い小野⇒粟生の利用者数を基準（100.0）として、粟生
線発着 OD の利用者数（定期券利用）をポイントで示している。 

 

  

発＼着 他社線 高速線 湊川方面 三田方面 鈴蘭台 鈴蘭台西口 西鈴蘭台 藍那 木津 木幡 栄 押部谷
他社線 80.6 191.6 1.4 24.3 23.1 38.5 31.9
高速線 106.3 242.1 3.5 17.6 28.6 53.7 37.4

湊川方面 54.1 127.1 1.9 25.2 8.3 20.7 10.3
三田方面 21.2 61.3 1.0 11.8 3.1 10.3 5.4
鈴蘭台 0.0% 29.6 59.2 1.7 18.4 6.6 11.7 8.4
鈴蘭台西口 92.1 106.8 65.6 21.2 15.6 0.0 3.4 0.4 4.6 0.5 2.1 0.5

西鈴蘭台 191.1 224.8 131.0 56.7 41.4 4.0 0.0 3.9 17.1 2.8 6.0 3.7

藍那 1.4 3.5 2.0 1.0 1.7 0.3 2.9 0.0 0.1 0.2 0.0 0.0

木津 21.9 18.3 23.8 9.2 18.8 3.3 17.6 0.0 0.0 1.0 2.5 1.4

木幡 25.2 27.6 10.2 3.8 4.8 0.5 2.7 0.3 1.5 0.0 0.1 0.2
栄 41.2 50.8 24.3 9.9 9.9 1.6 4.0 0.0 2.3 0.2 0.0 4.1
押部谷 33.8 37.5 16.0 6.1 6.2 0.7 3.1 0.0 1.4 0.3 3.0 0.0

緑が丘 77.3 75.2 35.4 16.0 14.2 0.7 6.1 0.0 3.0 2.0 4.6 2.7

広野ゴルフ 20.3 23.8 13.9 2.3 2.9 0.3 1.2 0.0 0.9 0.1 0.5 0.1

志染 62.7 84.7 41.9 13.3 9.4 1.4 8.2 0.0 3.0 4.7 6.6 5.5

恵比須 18.6 24.9 7.9 1.6 3.3 0.8 1.1 0.0 0.5 0.5 1.3 1.0
三木上の丸 4.7 6.4 3.9 1.6 1.0 0.0 0.5 0.0 0.1 0.1 0.4 0.3

三木 29.0 33.7 12.9 4.4 3.4 0.9 1.4 0.0 1.3 0.3 2.4 1.8

大村 6.6 8.1 4.3 1.7 1.3 0.4 0.3 0.0 0.0 0.6 1.4 1.6

樫山 6.8 8.9 4.6 1.1 0.9 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.3 1.4
市場 3.0 5.0 1.6 0.4 0.8 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3

小野 39.5 46.3 22.4 4.8 5.4 0.8 2.2 0.2 0.9 0.5 2.1 1.7

葉多 0.6 1.5 0.9 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

粟生 2.8 3.3 3.2 2.2 1.7 0.0 0.6 0.3 0.3 0.0 0.3 0.5

発＼着 緑が丘 広野ゴルフ 志染 恵比須 三木上の丸 三木 大村 樫山 市場 小野 葉多 粟生
他社線 74.7 17.2 59.6 18.8 4.0 29.0 5.9 6.0 2.8 36.1 0.5 1.9
高速線 84.2 24.2 90.4 24.8 6.2 33.8 8.4 9.1 5.1 49.1 1.6 3.6

湊川方面 33.1 10.8 36.5 6.8 3.6 11.8 4.5 3.9 1.1 21.0 0.4 2.9
三田方面 16.0 2.5 12.5 1.8 1.3 4.0 1.6 0.8 0.3 4.3 0.0 2.1
鈴蘭台 16.5 2.6 9.5 3.3 1.6 3.1 1.8 1.1 0.8 6.3 0.2 1.9
鈴蘭台西口 0.8 0.4 1.7 1.0 0.0 0.9 0.5 0.1 0.3 0.8 0.0 0.0

西鈴蘭台 7.2 1.3 9.6 1.3 0.7 1.8 0.3 0.4 0.1 2.5 0.0 0.7

藍那 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.3

木津 3.0 1.0 3.0 0.5 0.1 1.3 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.1

木幡 1.3 0.1 5.2 0.5 0.2 0.2 0.3 0.3 0.0 0.6 0.0 0.0
栄 4.9 0.6 6.5 1.2 0.4 2.7 1.8 0.6 0.3 2.3 0.0 0.4
押部谷 3.2 0.1 5.6 1.1 0.3 2.3 1.5 1.7 0.0 1.7 0.0 0.5

緑が丘 0.0 0.8 15.0 3.4 4.4 11.1 3.0 2.3 1.0 35.5 0.9 5.8

広野ゴルフ 1.0 0.0 2.5 0.9 1.7 4.2 0.1 0.6 0.2 4.7 0.0 1.1

志染 16.6 3.0 0.0 9.0 7.5 18.5 7.5 5.7 3.1 57.9 1.0 23.1

恵比須 3.9 0.7 8.6 0.0 0.2 1.8 0.7 1.0 0.1 10.5 0.1 4.0
三木上の丸 4.5 1.2 7.4 0.3 0.0 0.1 0.1 0.0 0.5 5.4 0.0 0.6

三木 11.6 3.8 17.6 2.0 0.2 0.0 0.4 2.2 0.2 17.1 0.1 5.9

大村 2.9 0.5 6.0 0.8 0.1 0.4 0.0 13.7 2.0 33.9 0.8 9.6

樫山 2.0 0.5 5.9 0.9 0.1 1.5 12.6 0.0 0.3 12.8 0.1 1.8
市場 1.1 0.3 2.9 0.0 0.1 0.5 2.1 0.0 0.0 1.0 0.0 0.1

小野 35.8 4.7 56.4 11.6 3.9 17.0 34.8 13.6 0.7 0.0 0.2 100.0

葉多 1.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.1 0.9 0.1 0.0 0.2 0.0 10.7

粟生 6.4 1.3 23.6 3.6 0.4 6.1 9.7 2.0 0.1 95.5 11.4 0.0

凡例

70～

50～70

30～50

10～30

～10
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定期外利用の OD 別の実利用者数をみると、粟生線内で乗車し粟生線内で降車する

移動については、鈴蘭台⇔西鈴蘭台が最も多い。これに対し、志染⇔緑が丘・恵比須・

三木や小野⇔粟生は 2割程度となっている。 

 

表 2-4 利用者数ＯＤ表（定期外利用・令和元年度） 

 

 

 
出典：神戸電鉄資料 
※粟生線内々の定期外利用で最も多い鈴蘭台⇒西鈴蘭台の利用者数を基準（100.0）として、
粟生線発着 OD の利用者数（定期外利用）をポイントで示している。 

 

  

発＼着 他社線 高速線 湊川方面 三田方面 鈴蘭台 鈴蘭台西口 西鈴蘭台 藍那 木津 木幡 栄 押部谷
他社線 37.2 102.2 1.8 12.2 9.4 16.1 13.7
高速線 48.5 124.4 2.1 11.3 12.8 21.9 16.3

湊川方面 36.0 98.6 1.9 14.1 8.8 15.4 12.0
三田方面 20.5 71.6 1.0 6.7 4.9 7.0 4.7

鈴蘭台 0.0% 38.0 100.0 2.0 9.4 4.5 9.0 4.8

鈴蘭台西口 37.4 47.3 35.0 18.6 21.8 0.0 10.0 0.3 3.0 0.4 1.5 0.3

西鈴蘭台 95.8 117.0 88.5 64.6 81.8 13.3 0.0 3.0 10.8 3.7 6.0 3.7

藍那 1.6 2.0 1.7 1.0 1.4 0.4 2.9 0.0 0.3 0.1 0.2 0.1
木津 12.1 11.5 13.8 5.3 8.3 2.4 11.2 0.4 0.0 1.9 4.8 2.1
木幡 9.3 10.4 9.0 5.8 4.3 0.7 3.5 0.1 2.0 0.0 1.7 0.9
栄 16.5 20.3 14.3 6.6 7.7 1.2 4.7 0.3 4.1 1.1 0.0 3.6
押部谷 14.2 15.9 14.5 5.6 4.2 0.5 3.7 0.1 3.1 1.1 4.5 0.0

緑が丘 41.8 38.0 29.2 12.6 10.3 1.1 7.3 0.1 3.5 1.3 7.0 6.4

広野ゴルフ 9.6 10.8 8.5 1.9 1.4 0.2 1.6 0.0 1.3 0.5 2.6 1.0

志染 39.6 44.1 27.0 7.2 7.7 0.6 5.4 0.1 2.8 1.6 6.9 6.6

恵比須 18.2 17.0 10.6 2.9 2.4 0.7 2.0 0.0 0.8 0.6 1.1 1.3

三木上の丸 5.6 4.2 3.5 1.2 0.9 0.1 0.4 0.0 0.1 0.2 0.5 0.2

三木 21.2 19.5 10.7 3.9 3.9 0.4 2.3 0.1 0.4 0.3 1.3 1.0

大村 7.5 7.5 5.0 1.6 1.7 0.1 1.2 0.0 0.1 0.3 0.9 0.7
樫山 6.0 5.6 3.5 0.9 1.3 0.2 0.5 0.0 0.2 0.0 0.4 0.2
市場 1.9 1.9 1.5 0.3 0.4 0.0 0.4 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1

小野 29.6 27.4 13.8 3.9 3.2 0.4 1.7 0.0 0.3 0.3 1.0 0.7

葉多 0.8 0.6 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

粟生 7.9 7.2 4.9 3.8 2.7 0.2 1.2 0.0 0.6 0.2 1.2 0.6

発＼着 緑が丘 広野ゴルフ 志染 恵比須 三木上の丸 三木 大村 樫山 市場 小野 葉多 粟生
他社線 42.5 10.5 40.9 18.2 5.4 20.4 7.4 5.6 1.9 29.6 0.8 8.3
高速線 42.0 11.6 47.7 17.2 4.4 20.7 7.8 5.8 2.0 29.3 0.6 7.2

湊川方面 28.3 7.8 26.4 10.1 3.4 9.9 4.6 3.4 1.4 12.7 0.3 4.9
三田方面 12.8 1.6 7.9 2.8 1.5 3.8 1.6 0.8 0.3 4.0 0.1 3.9

鈴蘭台 10.1 1.8 7.5 2.4 1.1 4.2 1.7 1.4 0.6 3.3 0.1 3.3

鈴蘭台西口 1.3 0.1 0.6 0.5 0.1 0.3 0.1 0.3 0.0 0.4 0.0 0.2

西鈴蘭台 8.7 2.0 6.0 2.2 0.5 2.2 1.2 0.4 0.5 1.9 0.0 1.6

藍那 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
木津 3.5 1.3 3.0 0.6 0.1 0.4 0.1 0.1 0.0 0.3 0.0 0.5
木幡 1.4 0.8 1.7 0.9 0.2 0.2 0.3 0.1 0.1 0.2 0.0 0.2
栄 8.1 2.9 6.6 1.2 0.5 1.6 1.2 0.3 0.1 1.1 0.0 1.2
押部谷 10.0 2.0 7.1 2.0 0.5 1.5 0.8 0.3 0.2 0.8 0.0 0.7

緑が丘 0.0 4.9 24.1 6.1 3.0 9.3 4.8 1.3 0.4 6.7 0.1 4.8

広野ゴルフ 5.3 0.0 4.8 1.5 0.5 2.5 1.5 0.3 0.1 1.1 0.0 0.7

志染 24.1 5.5 0.0 19.0 6.1 21.3 11.3 2.2 0.5 8.8 0.1 6.1

恵比須 5.6 2.1 19.6 0.0 1.5 7.3 5.8 1.0 0.5 3.0 0.1 2.6

三木上の丸 3.2 0.4 6.9 2.4 0.0 0.7 1.2 0.4 0.0 1.6 0.0 1.4

三木 9.0 2.5 21.4 8.1 1.3 0.0 2.0 1.8 0.4 5.6 0.1 3.6

大村 4.6 1.5 9.4 5.8 1.2 2.2 0.0 4.1 1.6 9.2 0.2 4.9
樫山 1.3 0.3 2.1 1.2 0.3 2.0 4.2 0.0 0.7 3.9 0.2 2.3
市場 0.6 0.2 0.5 0.2 0.0 0.9 1.7 0.1 0.0 0.8 0.5 0.6

小野 6.6 1.0 8.6 2.7 1.4 5.4 9.2 4.3 0.8 0.0 0.7 19.4

葉多 0.1 0.0 0.2 0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.2 0.3 0.0 3.8

粟生 4.5 0.9 5.4 2.6 1.3 3.7 5.2 2.2 0.5 19.4 3.4 0.0

凡例

70～

50～70

30～50

10～30

～10




